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(57)【要約】
【課題】空気清浄装置において、自動清掃にかかる消費
電力を低減することを目的とする。
【解決手段】自動清掃手段がプレフィルタ４の一部を清
掃する清掃手段を複数有し、複数の清掃手段を順次切り
替えてプレフィルタに接触させる切替手段を備えたこと
により、清掃手段一つあたりの清掃範囲を少なくするこ
とができるので、清掃手段とプレフィルタ４が接触する
面積を減らすことができる。よって、清掃手段とプレフ
ィルタ４との摩擦による負荷を減らし、清掃手段を駆動
する駆動手段２０への負荷を低減できるので、自動清掃
にかかる消費電力を減らすことができ、また、トルクが
小さく小型で安価な駆動手段２０を使用した空気清浄装
置を提供できる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
粗じんやほこりを除去するフィルタを自動で清掃する自動清掃手段を備え、
前記自動清掃手段は、
少なくとも１度前記フィルタの表面を往復移動するものであって、
前記フィルタの一部を清掃する清掃手段を複数有し、
複数の前記清掃手段を順次切り替えて前記フィルタに接触させる切替手段を備えることを
特徴とするフィルタ自動清掃装置。
【請求項２】
切替手段は、
自動清掃手段によるフィルタ清掃の動作方向の変更によって自動で前記清掃手段を順次切
り替えることを特徴とする請求項１に記載のフィルタ自動清掃装置。
【請求項３】
複数の清掃手段は、
往路でフィルタの一部を清掃する第一清掃手段と、
復路で前記フィルタの残部を清掃する第二清掃手段であり、
切替手段は、
前記自動清掃手段による前記フィルタの動作方向の変更に伴って回転する回転部材を備え
、
前記第一清掃手段と前記第二清掃手段は、
前記回転部材の側面に備えられ、
前記第一清掃手段と前記第二清掃手段は前記回転部材の回転方向に対して所定の角度をな
して配置されていることを特徴とする請求項１または２に記載のフィルタ自動清掃装置。
【請求項４】
回転部材は、
自動清掃手段から着脱自在に配設されていることを特徴とする請求項３に記載のフィルタ
自動清掃装置。
【請求項５】
吸込口と吹出口が開口した本体ケースと、
前記本体ケース内に設けられ、粗じんやほこりを除去するフィルタを有する空気清浄手段
と、
前記吸込口、前記空気清浄手段、前記吹出口の順に空気が通過する空気清浄経路と、
前記空気清浄経路に送風する送風手段と、
請求項１～４のいずれかに記載のフィルタ自動清掃装置を備えた空気清浄装置。
【請求項６】
請求項５に記載の空気清浄装置の空気清浄経路内に加湿手段を備えた加湿機能付き空気清
浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気を浄化することのできる空気清浄装置および空気を浄化しながら加湿す
ることのできる加湿機能付空気清浄装置のフィルタの清掃に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な空気清浄装置および加湿機能付き空気清浄装置において、空気清浄手段として
空気中の粗じんやホコリを分離するプレフィルタと、細かな砂塵や菌などを分離する集じ
んフィルタを組み合わせたものが使用されている。このプレフィルタは集じんフィルタに
粗じんやホコリが付着し細かな砂塵や菌などに対する集じん効果が損なわれないように前
もってこれらを除去し保護するものであるが、それによりプレフィルタが目詰まりしてし
まうため定期的に清掃する必要がある。この清掃作業を自動化させたものも考案されてい
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る。
【０００３】
　例えば、プレフィルタを清掃する清掃手段がプレフィルタ表面を掃引しながら往復し、
粗じんやホコリを除去する自動清掃手段が知られている（例えば特許文献１参照）。
【０００４】
　以下、その自動清掃手段について図９（ａ）および図９（ｂ）を参照しながら説明する
。図９（ａ）は従来の自動清掃手段の構成を示す概略正面図、図９（ｂ）は同自動清掃手
段の構成を示す概略断面図である。
【０００５】
　図９（ａ）に示すように、自動清掃手段は、プレフィルタ１０１を清掃する回転ブラシ
１０２を有する清掃ケース１０３と、回転ブラシ１０２を回転させる回転手段１０４と、
回転手段１０４を内包し清掃ケース１０３を上下に往復移動させるための駆動手段１０５
を備えている。
【０００６】
　また、図９（ｂ）に示すように回転ブラシ１０２は、左右方向に延びる軸部材１０６と
、軸部材１０６の表面に備えられた毛羽部１０７によって構成されており、軸部材１０６
は清掃ケース１０３に回転可能に軸支されている。また、回転手段１０４と軸部材１０６
とは連結されているので、回転手段１０４の運転により軸部材１０６が回転するようにな
っている。また、回転ブラシ１０２は、自身の回転により毛羽部１０７がプレフィルタ４
の左右方向全面を摺動するような長さに構成されている。
【０００７】
　次に、その動作について説明する。
【０００８】
　回転手段１０４を運転すると軸部材１０６が回転し、軸部材１０６に備えられた毛羽部
１０７がプレフィルタ４表面を摺動する。この摺動によりプレフィルタ４に付着した粗じ
んやホコリをプレフィルタ４から掻き出して清掃を行う。そして、回転手段１０４の運転
とともに駆動手段２０の運転を行うことによって、清掃ケース１０３がプレフィルタ４表
面を上下に往復移動し、プレフィルタ４全体の清掃を行うものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００８－０２９９１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかし従来の方法は、上方向移動の際にも下方向移動時の際にも毛羽部１０７がプレフ
ィルタ４の左右方向すべての面を摺動する構成であるため、プレフィルタ４と毛羽部１０
７との摩擦が大きく、毛羽部１０７を備える清掃ケース１０３を移動させる駆動手段２０
の負荷が大きくなってしまうものであった。したがって、自動清掃運転にかかる消費電力
が大きくなり、また、発生トルクの大きい大型で高価な駆動手段２０を必要とするもので
あった。
【００１１】
　本発明は上記の課題を解決するものであり、自動清掃運転にかかる消費電力を低減し、
また、小型で安価な駆動手段を使用することのできるフィルタ自動清掃装置およびそれを
用いた空気清浄装置および加湿機能付空気清浄装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の課題を解決するため本発明における課題解決手段は、自動清掃手段がプレフィル
タの一部を清掃する清掃手段を複数有し、複数の清掃手段を順次切り替えてプレフィルタ
に接触させる切替手段を備えることを特徴とするものであり、プレフィルタとブラシとの
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摩擦による駆動手段への負荷を減らすことによって、所期の目的を達成するものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、自動清掃手段がプレフィルタの一部を清掃する清掃手段を複数有し、
複数の清掃手段を順次切り替えてプレフィルタに接触させる切替手段を備えるという構成
としたため、清掃手段とプレフィルタが接触する面積を減らして摩擦負荷を減らすことが
できるので、自動清掃にかかる消費電力を低減でき、また、小型で安価な駆動手段を使用
することができるという効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態１における空気清浄装置の本体構成を示す概略斜視図
【図２】同空気清浄装置の本体構成を示す概略断面図
【図３】同自動清掃手段の配置と清掃部の動作を示す概略斜視図
【図４】同回転部材の構成を示す概略斜視図
【図５】同清掃アームの構成を示す概略斜視図
【図６】同回転部材の構成を示す側方断面図
【図７】（ａ）同清掃アームの下方から上方への移動方向変更時における回転部材の動作
を示す概略断面図、（ｂ）清掃アームの上方から下方への移動方向変更時における回転部
材の動作を示す概略断面図
【図８】本発明の実施の形態２における加湿機能付き空気清浄装置の本体構成を示す概略
断面図
【図９】（ａ）従来の自動清掃手段の構成を示す概略正面図、（ｂ）同自動清掃手段の構
成を示す概略断面図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明における空気清浄装置は、自動清掃手段がフィルタの一部を清掃する清掃手段を
複数有し、複数の清掃手段を順次切り替えてフィルタに接触させる切替手段を備える構成
としたものである。
【００１６】
　このような構成とすることにより、フィルタの清掃すべき範囲を複数の清掃手段に分担
し、さらに、切替手段によって清掃手段を順次切り替えることによりフィルタ全面を清掃
することができるので、清掃手段一つあたりのフィルタ接触面積を減らすことができる。
【００１７】
　よって、清掃手段とフィルタとの間に働く摩擦力を減らすことができるので、清掃手段
を駆動する駆動手段への駆動負荷を低減し、自動清掃にかかる消費電力を減らし、また、
トルクが小さく小型で安価な駆動手段を使用した空気清浄装置を提供できるという効果を
得ることができる。
【００１８】
　また、切替手段は自動清掃手段によるフィルタ清掃の動作方向の変更によって自動で清
掃手段を順次切り替えるものとしてもよい。ここで、フィルタ清掃の動作方向とは、自動
清掃手段の運転によりフィルタの清掃が行われる際に清掃手段が動く方向を示す。例えば
、フィルタに対する上下方向または左右方向を示す。
【００１９】
　このような構成とすることにより、切替手段を作用させるための他の動力を不必要にで
きるので、本体の構成を簡便化できるものである。
【００２０】
　また、複数の清掃手段は往路でフィルタの一部を清掃する第一清掃手段と、復路でフィ
ルタの残部を清掃する第二清掃手段であり、切替手段は自動清掃手段によるフィルタの動
作方向の変更に伴って回転する回転部材を備え、第一清掃手段と第二清掃手段は回転部材
の側面に備えられ、第一清掃手段と第二清掃手段は回転部材の回転方向に対して所定の角
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度をなして配置されている構成としてもよい。ここで、残部とは清掃するプレフィルタ面
を全部とした場合、その全部から第一清掃手段によって清掃される部分を除いた残りの部
分のことをいう。
【００２１】
　このような構成とすることにより、自動清掃手段の動作方向の変更によって、プレフィ
ルタと第一清掃手段または第二清掃手段との摩擦力により回転部材が回転し、それまでに
接触していた清掃手段ではない他方の清掃手段がプレフィルタに接触するようになる。し
たがってプレフィルタと接触する清掃手段が自動的に変更されるので、切替手段を作用さ
せるための動力手段としての電動機等を設ける必要がなく、本体の構成を簡便化できる。
【００２２】
　また、回転部材は自動清掃手段から着脱自在に配設されている構成としてもよい。
【００２３】
　このような構成とすることにより、使用者が自動清掃手段から清掃部材を取り外し、清
掃部材に残ってしまった粗じんやホコリを清掃することができる。
【００２４】
　また、吸込口と吹出口が開口した本体ケースと、本体ケース内に設けられ粗じんやほこ
りを除去するフィルタを有する空気清浄手段と、吸込口、空気清浄手段、吹出口の順に空
気が通過する空気清浄経路と、空気清浄経路に送風する送風手段と、請求項１～４のいず
れかに記載のフィルタ清掃装置を備えた構成としてもよい。
【００２５】
　このような構成とすることにより、居室内の空気から粗じんやほこりを除去して清浄化
することができ、所定期間の使用によりフィルタに粗じんやほこりが堆積し空気清浄性能
が低下しても、フィルタ清掃装置の作用効果により空気清浄性能を回復させることが可能
な空気清浄装置を提供することができる。
【００２６】
　また、請求項５に記載の空気清浄装置の空気清浄経路内に加湿手段を備えた構成として
もよい。
【００２７】
　このような構成とすることにより、空気清浄とともに加湿を行う加湿機能付き空気清浄
装置を提供することができる。
【００２８】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。実施の形態１は本発
明のフィルタ清掃装置を空気清浄装置に搭載した場合を例として説明する。なお、以下に
説明する内容は本発明実施の一例に過ぎず、これに限定されるものではない。
【００２９】
　（実施の形態１）
　図１は本発明の実施の形態１における空気清浄装置の本体構成を示す概略斜視図、図２
は同空気清浄装置の本体構成を示す概略断面図、図３は同自動清掃手段の配置と清掃部の
動作を示す概略斜視図である。
【００３０】
　図１に示すように、略箱形状の本体ケース１の側面に吸込口２が開口し、天面には吹出
口３が開口している。図２に示すように、本体ケース１内部には粗じんやほこりを除去す
るプレフィルタ４を有する空気清浄手段５が立設されており、前述した吸込口２、空気清
浄手段５、吹出口３を空気がこの順に通過できる空気清浄経路６が形成されている。
【００３１】
　この空気清浄経路６に対して空気清浄手段５は前段側にプレフィルタ４を配しており、
プレフィルタ４の上流側には、図３に示すようにプレフィルタ４に付着した粗じんやホコ
リを自動で清掃する自動清掃手段７が配設されている。そして、図２に戻り、空気清浄手
段５の後段側には空気清浄経路６を形成する送風手段８が配設されており、外部の空気を
本体ケース１内部に取り込み、空気清浄手段５を通過させ、吹出口３から本体ケース１外
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部へと排出することができる。
【００３２】
　上記構成とすることにより、送風手段８により本体ケース１内に取り込まれた空気を空
気清浄手段５　によってろ過して清浄化し、清浄化された空気を吹出口３　から本体ケー
ス１外へ排出することができる。これにより、対象空間の空気の清浄化を行うことができ
る。そして、ある所定の運転時間が経過し、粗じんやホコリが付着することによりプレフ
ィルタ４が閉塞し、送風手段８によって送風される風量が低下した場合、自動清掃手段７
の運転を行う制御が作動する。この自動清掃手段７の作用によりプレフィルタ４から粗じ
んやホコリが取り除かれるので、送風手段８により送風される風量が回復する。
【００３３】
　なお、空気清浄手段５としては、例えば、樹脂繊維を格子状に編んで形成される略平板
形状のプレフィルタ４と、濾材を蛇腹状に折り曲げて形成される略直方体形状の集じんフ
ィルタ９と、活性炭等の吸着剤を樹脂性の網に添着させた脱臭フィルタ１０によって構成
するものがあげられる。このような構成とすると、本体ケース１内に取り込まれた空気か
ら粗じんやほこりを除去するとともに、花粉・細菌等の小さな粒子とタバコ臭等のにおい
を除去し、空気を清浄化することができる。なお、本体ケース１内に取り込まれた空気が
集じんフィルタ９と脱臭フィルタ１０を通過する順番はどちらでもよい。
【００３４】
　なお、送風手段８として、例えば、シロッコファンやターボファン、プロペラファンや
クロスフローファンが直流または交流電流によって駆動する電動機によって回転駆動する
ものが上げられる。シロッコファンであれば低回転数でも高い静圧がとれ、ターボファン
であれば他よりファン効率がよく、プロペラファンであれば低回転数でも大きい風量がと
れ、クロスフローファンであれば吹出気流が幅広にできるので、場合に応じて最適な方法
を選択すればよい。
【００３５】
　次に、自動清掃手段７の構成について、図４および図５を参照しながら説明する。図４
は回転部材の構成を示す概略斜視図、図５は清掃アームの構成を示す概略斜視図である。
【００３６】
　図４に示すように、プレフィルタ４の一部を清掃する第一清掃手段１１およびプレフィ
ルタ４の残部を清掃する第二清掃手段１２が回転部材１３に備えられ、図５に示すように
この回転部材１３は回転部材フレーム１４に回転可能に軸支されている。図４に戻るが、
回転部材１３は略樋形状に形成され、その長手方向側面に第一清掃手段１１および第二清
掃手段１２が備えられている。なお、回転部材１３の形状は略円筒形状や略半円筒形状と
してもよい。
【００３７】
　第一清掃手段１１と第二清掃手段１２の長さ（回転部材の長手方向と同じ方向に対する
長さをいう）は、清掃漏れがないよう、図４中の矢符１５に示す第一清掃手段１１の長さ
と矢符１６に示す第二清掃手段１２の長さの和が、矢符１７に示す回転部材１３の長手方
向長さ以上の値となるように、それぞれ所定の長さに配置されている。ただし、第一清掃
手段１１と第二清掃手段１２のそれぞれの長さは回転部材１３の長手方向長さよりも短く
なるように配置されている。
【００３８】
　ここで、第一清掃手段１１および第二清掃手段１２として、例えば、樹脂材料や金属材
料によって成形された多毛ブラシ部材や、樹脂材料を多孔質成形したスポンジ部材、板状
に成形されたゴム部材などが挙げられる。
【００３９】
　回転部材フレーム１４は、図５に示すようにプレフィルタ４表面を上下方向に移動する
清掃アーム１８に対して着脱自在に配設されている。
【００４０】
　清掃アーム１８は、図３に戻るが、自動清掃運転が動作していない状態のときには、本
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体ケース１のプレフィルタ４の上方に設けられた静止位置１９にて静止している（破線部
）。電動機や組み合わせギアによって構成された駆動手段２０が本体ケース１内に配置さ
れ、この清掃アーム１８をプレフィルタ４の上下方向に移動させることができる。
【００４１】
　また、プレフィルタ４から取り除かれた粗じんやホコリを貯留する貯留手段としてのダ
ストボックス２１が本体ケース１の下部に着脱自在に備えられている。
【００４２】
　次に、回転部材１３を回転させることによりプレフィルタ４と接触する清掃手段を第一
清掃手段１１と第二清掃手段１２との間で切替える切替手段２２の構成について、図６を
参照しながら説明する。図６は回転部材１３の構成を示す側方断面図である。
【００４３】
　切替手段２２は、図６の矢符２３に示す回転部材１３の回転方向に対して所定の角度を
なして配置された第一清掃手段１１および第二清掃手段１２と、回転部材１３の端面に回
転部材フレーム１４と接触することにより回転部材１３の回転角度を規定するストッパー
として形成された複数の突起部２４によって構成されている。
【００４４】
　第一清掃手段１１と第二清掃手段１２は、清掃アーム１８が往路を移動する際に第一清
掃手段１１がプレフィルタ４に接触し、復路を移動する際に第二清掃手段１２がプレフィ
ルタ４に接触する角度に配置されている。ここで示す角度とは、回転部材１３の回転軸を
中心として第一清掃手段１１と第二清掃手段１２とがなす角度のことである。
【００４５】
　以下、その動作について図３、図７（ａ）および図７（ｂ）を参照しながら説明する。
図７（ａ）は清掃アーム１８の下方から上方への移動方向変更時における回転部材１３の
動作を示す概略断面図であり、図７（ｂ）は清掃アーム１８の上方から下方への移動方向
変更時における回転部材１３の動作を示す概略断面図である。
【００４６】
　自動清掃運転が開始すると、図３に示すように駆動手段２０の作用により清掃アーム１
８が静止位置１９から下方へと動き出し、清掃アーム１８が有している回転部材１３に備
えられた第一清掃手段１１が、プレフィルタ４の一部を摺動しながらプレフィルタ４の上
端から下端へと移動し、プレフィルタ４表面に付着した粗じんやホコリをプレフィルタ４
から除去する。プレフィルタ４から除去された粗じんやホコリは本体下方に備えられたダ
ストボックス２１に落下し、貯留される。そして、プレフィルタ４の下端まで第一清掃手
段１１が達すると、駆動手段２０の作用により清掃アーム１８の進行方向が反転し、上方
向へ動き出す。この静止位置１９からプレフィルタ４の下端までの経路を往路と定義する
。
【００４７】
　このとき、図７（ａ）に示すように、清掃アーム１８の回転部材フレーム１４に軸支さ
れた回転部材１３は、第一清掃手段１１とプレフィルタ４との間に摩擦力が働くことによ
って矢符２５に示す方向に回転する。そして、回転部材１３に形成されたストッパーとし
ての突起部２４が回転部材フレーム１４と接触し、回転部材１３はそれ以上回転しなくな
る。このとき、第一清掃手段１１と第二清掃手段１２とが所定の角度をなすように配置さ
れているため、第二清掃手段１２がちょうどプレフィルタ４と接触した位置で回転部材１
３の回転が止まることになる。
【００４８】
　そして、清掃アーム１８が上方へと動き出すと、プレフィルタ４と接触している第二清
掃手段１２がプレフィルタ４の残部、すなわち、第一清掃手段１１が清掃していない部分
を摺動しながらプレフィルタ４の下方から上方へと移動し、プレフィルタ４表面に付着し
た粗じんやホコリを除去しながら静止位置１９に達し、静止する。このプレフィルタ４の
下端から静止位置１９までの経路を復路と定義する。プレフィルタ４から除去された粗じ
んやホコリはダストボックス２１へ落下し、貯留される。
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【００４９】
　所定の時間の空気清浄運転が経過すると、再び自動清掃手段が運転を始め、清掃アーム
１８が下方へと動き出す。このとき、図７（ｂ）に示すように、回転部材１３は、第二清
掃手段１２とプレフィルタ４との間に働く摩擦力によって矢符２６に示す方向に回転する
。そして、回転部材１３に形成されたストッパーとしての突起部２４が回転部材フレーム
１４と接触し、回転部材１３はそれ以上回転しなくなる。このとき、第一清掃手段１１と
第二清掃手段１２が所定の角度をなして配置されているため、第一清掃手段１１がちょう
どプレフィルタ４と接触した位置で回転部材１３の回転が止まることになる。そして、上
記同様にプレフィルタ４上方から下方にかけて清掃アーム１８が移動し、プレフィルタ４
を清掃することができる。
【００５０】
　ここで、従来のものは自動清掃手段によってプレフィルタ４を上方から下方にかけて清
掃を行う際に、清掃手段としての回転ブラシ１０２が回転してプレフィルタ４表面を摺動
することにより粗じんやホコリを除去するものであった。そして、回転ブラシ１０２が上
方から下方にかけてプレフィルタ４全面を清掃しながら移動するものであった。したがっ
て、プレフィルタ４全面を一度に清掃する構成であるため、回転ブラシ１０２とプレフィ
ルタ４との接触領域が多く、回転ブラシ１０２にかかる摩擦抵抗が大きくなるので、回転
ブラシ１０２を上方から下方に移動させる駆動手段１０５にかかる駆動負荷が大きなもの
であった。
【００５１】
　本発明は上記したように、プレフィルタ４の清掃すべき範囲を第一清掃手段１１と第二
清掃手段１２とに分担する、つまり、往路でプレフィルタ４の一部（図３では右半分）を
清掃し、復路でプレフィルタ４の残部、すなわち、往路で清掃していない部分（図３では
左半分）を清掃する構成としたため、清掃手段とプレフィルタ４が接触する面積を減らす
ことができる。したがって、清掃手段一つあたりのプレフィルタ４との摩擦抵抗が従来の
方法よりも少なくなるので、清掃アーム１８を動かすための駆動手段２０にかかる負荷を
少なくすることができる。
【００５２】
　よって、自動清掃にかかる消費電力を減らすことができ、また、トルクが小さく小型で
安価な駆動手段を使用することができるようになるものである。
【００５３】
　そして、自動清掃手段７は往路で清掃する第一清掃手段１１と復路で清掃する第二清掃
手段１２を切り替える切替手段を有し、上記したように切替手段は切替手段がプレフィル
タ４清掃の動作方向の変更に伴って順次自動で切り替えられる構成、すなわち、清掃アー
ム１８の進行方向を切り替えると第一清掃手段１１および第二清掃手段１２とプレフィル
タ４との摩擦によって回転部材１３が回転して切替作用が行われる構成としたため、清掃
手段の切替に他の動力手段を必要とせず、本体の構成を簡便化することができるようにな
るものである。
【００５４】
　上記したような構成および作用効果により、本発明における実施の形態１の空気清浄装
置は所期の目的を達成することができるものである。
【００５５】
　なお、本実施の形態では、清掃手段が２個の場合を説明したが、清掃手段を３個以上備
えていてもよく、上記したように複数の清掃手段が切替手段によって順次切替えられる構
成とすれば同様の効果が得られる。
【００５６】
　（実施の形態２）
　本発明における実施の形態２について、図面を参照しながら説明する。実施の形態１と
同様の作用効果を有する構成については同一符号を用い、詳細な説明は省略する。なお、
以下に説明する内容は本発明実施の一例に過ぎず、これに限定されるものではない。図８
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は本発明の実施の形態２における加湿機能付き空気清浄装置の本体構成を示す概略断面図
である。
【００５７】
　図８に示すように、例えば実施の形態１における空気清浄経路６に、送風手段８によっ
て送風される空気を加湿する加湿手段２７が介在されている。すなわち、本体ケース１の
下部に水を貯留する略桶形状の加湿トレイ２８と加湿に使用される水を貯留するための図
示しない加湿タンクが配置されており、加湿トレイ２８の内部空間には加湿手段２７が立
設され、この加湿手段２７は空気清浄手段５と送風手段８の間に配置されている。
【００５８】
　このとき、本体ケース１の吸込口２から吸い込まれて空気清浄手段５を通過した空気の
一部または全部がこの加湿手段２７を通過して加湿され、送風手段８によって本体ケース
１外部へと排出される。このようにして、本発明の加湿機能付き空気清浄装置は、本体ケ
ース１に吸い込んだ空気を空気清浄するとともに空気の加湿を行うことができるものであ
る。
【００５９】
　ここで、加湿手段２７として、例えば、吸水性のある不織布を蛇腹状に折り曲げたもの
や少なくとも一部に耐水性および吸水性のある合成繊維を使用して編んで作成した立体編
物の一端を加湿トレイ２８に貯留した水に沈めて吸水させ、これに空気を通過させて水が
気化する作用により加湿を行う方法や、耐水性のある合成繊維を編みこんで作製して保水
性を持たせた立体編物を電動機等の駆動手段によって加湿トレイ２８に貯留した水への浸
水と取出しを定期的に繰り返すようにし、この立体編物に空気を通過させて水が気化する
作用により加湿を行う方法、または、円盤状の回転部材をその円盤面を略水平となるよう
に配置し、円盤中心を通り円盤面に垂直な方向を回転軸として回転させ、この回転部材の
上面に加湿トレイ２８に貯留された水を供給し、回転による遠心力によって水を微細な水
滴に分裂させ、この微細な水滴に対して空気を当てるように通過させ水滴を気化させて加
湿を行う方法、超音波領域の振動数で振動する超音波振動子を加湿トレイ２８に貯留した
水に水没するように配置し、この超音波振動子の振動によって水を微細な水滴に分裂させ
、この微細な水滴に対して空気を当てるように通過させて水滴を気化させて加湿を行う方
法、電熱線またはセラミックヒータなどの発熱素子によって加湿トレイ２８に貯留した水
を加熱し、蒸発した水蒸気と空気を混合させることによって加湿を行う方法などがあげら
れる。
【産業上の利用可能性】
【００６０】
　本発明にかかるフィルタ自動清掃装置は、自動清掃にかかる消費電力を低減でき、また
、小型で安価な駆動手段を使用することを可能とするものであるので、家庭用や事務所用
などの、空気清浄装置および加湿機能付き空気清浄装置のフィルタ自動清掃装置やエアコ
ンのフィルタの自動清掃装置などとして活用が大いに期待されるものである。
【符号の説明】
【００６１】
　１　　本体ケース
　２　　吸込口
　３　　吹出口
　４　　プレフィルタ
　５　　空気清浄手段
　６　　空気清浄経路
　７　　自動清掃手段
　８　　送風手段
　１１　第一清掃手段
　１２　第二清掃手段
　１３　回転部材
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　２７　加湿手段

【図１】 【図２】
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